
一
ジ
ヨ
ウ
キ
ボ
ウ
成
喜
坊
羽
咋
榔
官
阪
の
菅
原
一
に
結
城
朝
践
は
納
屋
乙
石
左
衛
門
を
討
っ
て
之
を
株

制
祉
の
枇
併
で
、
録
音
宗
に
腿
じ
て
隠
た
。
明
治
元
一
し
、
加
賀
の
人
林
次
郎
等
、
皆
朝
時
・
朝
鹿
等
の
陣

年
、
前
倒
滋
請
を
禁
ぜ
ら
れ
た
後
復
飾
し
て
、
今
は
一
に
降
っ
た
。
承
久
の
役
に
於
け
る
加
賀
の
史
資
に
抵

存
せ
ぬ
0

.

一
い
て
吾
川
浪
鏡
及
び
潟
本
承
久
記
の
記
す
る
腕
は
叙
上

シ
ョ
ウ
キ
ユ
ウ
ジ
勝
久
寺
羽
咋
川
自
制
に
在
一
に
止
。
、
東
堆
は
無
人
の
境
を
往
く
が
知
〈
京
に
入

っ
て
、
混
宗
商
振
に
臨
す
る
。
一
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
越
殺
到
三
州
志
の
記
述
頗

シ
ョ
ウ
キ
ユ
ウ
ジ
正
久
寺
羽
咋
榔
毘
本
江
に
一
る
詳
細
に
瓦
る
も
の
あ
る
は
、
恐
ら
く
は
承
久
軍
物

在
っ
て
、
民
宗
束
祇
に
崩
ず
る
。
一
部
に
よ
っ
て
本
文
を
立
て
た
の
だ
ら
う
。
印
本
承
久

シ
ヨ
ウ
キ
ユ
ウ
ツ
イ
ポ
ロ
ク
松
宮
迫
慕
銭
前
一
記
及
び
延
賀
三
年
浅
井

f
窓
の
者
な
る
北
保
九
代
記

m持
務
の
子
で
、
大
型
寺
滞
主
第
十
二
代
の
主
に
な
一
も
ま
た
武
久
軍
物
約
に
織
っ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に

っ
た
利
義
の
事
践
を
、
加
賀
滞
臣
官
北
直
方
の
記
す
一
そ
の
中
指
傑
朝
時
が
火
牛
の
計
を
用
ひ
、
砥
波
・
志

る
.
防
で
あ
る
。
訟
宮
と
は
、
利
義
が
金
開
城
内
松
の
↑
織
の
二
道
に
別
れ
て
躍
を
踏
め
る
の
策
を
取
っ
た
如

間
に
跨
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
一
き
は
、
源
平
一
容
器
記
獅
一
波
山
合
戦
の
傑
を
模
倣
し
た

シ
ョ
ウ
キ
ユ
ウ
ノ
ヘ
ン
承
久
の
鑓
承
久
三
年
一
こ
と
慨
然
た
る
も
の
で
あ
る
。
凶
に
言
ふ
。
後
世
掃
除

後
同
細
川
制
上
品
引
っ
か
捌
東
泡
討
の
院
買
を
下
し
給
う
た
こ
一
三
年
四
周
汁
九
日
北
傑
朝
時
が
夢
想
に
よ
っ
て
百
騎

と
の
鍛
先
に
附
え
た
の
は
‘
貨
に
五
月
十
九
日
で
あ
一
の
笠
懸
を
白
山
本
宮
に
奉
り
、
太
万
を
本
宮
及
び
金

っ
た
。
是
に
於
い
て
幕
附
は
直
に
箪
識
を
決
し
、
品
目
一
創
宮
に
納
め
て
、
合
同
六
郎
之
を
奉
行
し
た
と
い
ふ

一
一
日
北
傑
務
時
に
東
海
道
を
京
附
に
向
か
う
て
挫
護
一
も
の
は
、
こ
の
時
の
北
陸
遊
誕
地
の
報
謝
の
窓
味
か

せ
し
め
、
式
部
承
.
朝
時
を
拍
臨
遣
の
大
将
憎
た
ら
し
一
も
知
れ
な
い
。
棋
は
白
山
富
舵
山
服
部
中
記
録
に
記
さ

め
た
。
爾
後
幕
府
恩
胤
の
士
‘
従
う
て
集
れ
ば
従
う
一
れ
て
ゐ
る
。

て
愛
し
、
そ
の
途
を
北
陸
遊
に
取
っ
た
も
の
都
合
四
↑
シ
ョ
ウ
キ
ヨ
ウ
勝
鹿

J
Y
-フ
ヤ
マ
ゼ

y
ジ
ヨ

嵐
騎
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
紡
城
七
郎
明
瞭
・
佐
々
木
一
ウ
ジ
キ
白
山
制
頂
私
記
。

太
郎
信
武
も
亦
こ
の
方
耐
の
将
で
あ
っ
た
。
之
に
封
一
シ
ョ
ウ
ギ
ヨ
ウ
商
業
加
到
滞
の
商
柴
又
は
工

し
て
朝
廷
は
、
六
周
三
日
を
以
て
諸
道
防
禦
わ
策
を
一
議
に
は
、
総
主
で
あ
る
の
と
無
味
で
あ
る
の
と
あ
っ

講
じ
、
兵
を
勤
し
て
準
設
せ
し
め
た
が
、
そ
山
り
北
陸
一
た
o
畑
草
屋
・
豆
腐
屋
・
酒
屋
・
質
屋
・
蝋
燭
屋
・
築
一
極

道
に
向
か
う
た
も
の
は
、
宮
附
左
衛
門
尉
定
範
・
純
一
向
原
・
製
造
線
械
を
悩
へ
る
油
屋
等
は
稼
立
で
、
製
諮

屋
乙
石
左
衛
門
尉
有
久
・
仁
科
次
郎
臨
調
等
で
あ
っ
一
者
が
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
呉
服
屋
・
小
間
物
屋
・

た
。
越
え
て
入
目
、
朝
時
等
の
越
中
般
若
野
に
踏
ん
一
紙
屋
・
葉
子
屋
・
鍛
冶
屋
・
室
屋
・
箭
質
油
屋
・
紺
屋
等

だ
時
、
定
旨
が
そ
の
軍
に
下
っ
た
。
佐
々
木
従
来
之
一
は
無
抹
で
、
自
問
に
営
業
す
る
こ
と
を
得
た
。
こ
れ

を
奔
越
す
る
と
、
朝
廷
か
ら
義
時
を
総
裁
す
る
こ
と
一
ら
の
取
に
懸
る
上
納
銀
即
ち
密
栄
積
は
、
そ
の
密
梁

を
東
軍
に
拘
識
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
阪
に
し
て
一
を
な
す
家
に
射
し
て
徴
す
る
冥
加
銀
と
、
取
扱
又
は

官
軍
の
将
仁
科
・
宮
附
錯
す
砥
彼
山
に
操
っ
た
が
、
東
一
製
造
額
に
比
例
し
て
徴
す
る
越
上
銀
と
が
あ
っ
た
。

軍
の
猛
泌
を
防
ぐ
能
は
ず
し
て
揃
定
し
た
。
こ
の
職
一
蹴
燭
役
・
油
役
・
細
川
草
役
・
豆
腐
役
・
室
役
・
紺
屋
役
・
鍛

シ
ヨ

治
役
等
は
冥
加
銀
で
、
絹
判
貨
・
布
利
食
・
魚
問
屋
ロ

銭
・
銀
座
封
貨
・
酒
屋
役
の
如
き
は
運
上
銀
を
納
め

た
。
そ
の
他
、
小
質
業
者
た
る
米
屋
の
如
く
無
投
な

る
も
の
あ
り
、
運
送
業
者
た
る
三
度
飛
脚
の
如
く
、

無
積
で
は
あ
る
が
、
一
定
母
の
滞
の
荷
物
を
無
賃
組

織
す
る
義
務
を
質
ふ
も
の
も
あ
っ
た
。
務
末
に
は
騒

種
の
麓
動
が
あ
る
。

シ
ョ
ウ
キ
ヨ
ウ
イ
ン
松
喬
院
前
回
陸
態
は
跡

界
に
よ
っ
て
恭
敏
公
と
越
す
る
が
、
生
前
栴
態
突
堂

か
ら
松
穏
院
箆
雲
良
秀
の
法
訟
を
受
け
て
ゐ
た
。

シ
ョ
ウ
中
ヨ
ウ
ジ
照
教
寺
金
棒
弓
J

町
に
在

っ
て
‘
興
宗
東
波
に
臨
す
る
。

シ
ョ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ジ
正
行
寺
能
美
郡
小
松
材
木

町
に
在
っ
て
、
自
民
宗
東
援
に
麗
す
る
。

シ
ョ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ジ
正
行
寺
羽
咋
郡
新
保
に
在

っ
て
、
興
宗
東
一
概
に
臨
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
諜
敬
寺
金
棒
彦
三
町
に
在

っ
て
、
民
宗
商
涯
に
毘
す
る
。
明
治
三
十
九
年
五
賀

町
か
ら
今
の
地
に
移
っ
た
。上慶
寺

J
-
-
ツ
チ
ョ
ウ
ジ

ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ

日
澄
寺
。

ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
漕
鹿
寺

て
、
民
宗
東
波
に
臨
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
湾
設
寺
河
指
郡
山
，
上
に
在

っ
て
、
長
宗
東
波
に
題
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た

が
、
明
治
二
年
十
二
局
寺
観
の
公
群
を
許
さ
れ
た
。

ジ
ヨ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ジ
輝
行
寺
金
禅
大
衆
話
中
沼

に
あ
っ
て
、
提
出
訴
商
波
に
毘
す
る
。
開
基
徳
善
、
明

邸
七
年
.
石
川
郡
捌
出
村
に
嘗
寺
を
起
し
た
。
後
兵
凱

の
際
加
賀
郡
北
森
下
村
に
移
り
、
北
森
山
静
行
寺
と

濡
し
、
次
い
で
東
波
と
成
。
、
金
視
仲
間
丁
木
二
番
丁

に
移
縛
し
、
延
費
五
年
六
周
十
六
代
智
請
の
時
商
波

と
成
り
、
共
の
後
寛
保
の
頃
か
大
衆
泥
な
る
今
の
地

鳳
京
都
墨
に
在
つ

叫

h
A
g

に
移
縛
し
た
。

タ
ヨ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ジ
常
行
寺
河
北
端
横
山
に
在

っ
て
、
員
宗
東
仮
に
鴎
ず
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た

が
、
明
治
二
年
入
周
に
至
。
寺
焼
の
公
稿
を
詐
さ
れ

た。ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
フ
ウ
タ
カ
イ
デ
ン
シ
ヨ

貞
享
正
風
旬
解
億
書
五
加
。
貞
亭
正
風
日
係
書
と

も
い
ふ
。
金
持
の
俳
人
饗
水
者
。
芭
mm
時
代
の
渡
句
・

附
合
の
趨
鍛
と
す
べ
き
も
の
を
鋭
草
し
て
、
句
侮
に

諦
註
を
加
へ
、
そ
の
第
四
容
は
芭
駕
正
雄
三
百
俄
章

の
畿
句
を
四
季
に
分
か
ち
て
部
註
し
、
第
五
容
に
は

門
人
三
百
俄
説
と
し
て
諸
門
弟
の
句
を
獅
註
し
て
ゐ

る
。
芭
蕉
の
風
雅
の
制
髄
が
、
点
字
年
間
の
句
風
に

あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
露
で
あ
る
と
稽
す
る
。
本
替

は
未
刊
本
で
、
そ
の
奥
替
は
種
々
あ
る
が
、
明
和
七

年
こ
の
街
を
議
終
に
観
る
と
あ
る
も
の
が
最
も
古
い

ゃ
う
だ
。

ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ユ
ラ
イ
シ
ヨ
貞
事
由
来
書
一

名
三
州
制
枇
来
版
。
点
字
二
年
前
凶
綱
紀
が
寺
枇
奉

行
に
令
し
、
領
内
の
御
職
・
枇
併
か
ら
、
そ
の
奉
仕

す
る
跡
祉
の
陶
来
・
祉
磁
の
縁
起
及
び
寄
進
紋
等
一

切
を
番
上
げ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
是
よ
り
先
延
貸

に
郡
上
げ
た
南
京
替
も
あ
る
が
、
加
賀
滞
で
は
最
後

ま
で
こ
の
点
事
の
も
の
を
規
短
と
し
た
。
叉
別
に
一

名
を
三
州
寺
院
来
阪
と
い
ふ
も
の
も
あ
っ
て
、
上
記

と
同
時
に
寺
院
の
闘
来
・
鰍
起
・
寄
地
政
等
を
智
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。

紹
道

J
エ
イ
ザ

y
y
ヨ
ウ
キ

y

シ
ョ
ウ
キ
ン

祭
山
紹
即
時
。

シ
ョ
ウ
タ
ウ
イ
ン
性
空
院
加
賀
務
中
.
第
五
代

前
回
綱
紀
の
子
久
丸
の
法
獄
。
詳
し
く
は
性
空
院
鐙

擬
印
溢
賀
子
。

ジ
ヨ
ウ
グ
ウ
ジ

よ
宮
寺

金
期
仰
木
倉
町
に
在
つ

三
九
七


